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入 試 Q & A 編 入 学 入 試・学 士 編 入 学 入 試・外国人編入学入試
センター試験利用入試と一般入試の併願についてのQ&A

一般入試についてのQ&A

センター試験利用入試についてのQ&A

●2012年度（平成24年度） 入試日程

 Q センター試験利用入試と一般入試は併願できますか？

 A はい、できます。センター試験利用入試と一般入試の併願は可能です。
もちろん、同一学科の出願もできます。センター試験利用入試と一般
入試は、それぞれに募集人員を設定しています。

 Q センター試験利用入試では、複数の学科に出願することができますか？

 A はい、できます。指定された試験科目を受ければ、いくつの学科でも
出願することができます。

 Q センター試験利用入試を受験した際、二次試験はありますか？

 A いいえ、ありません。センター試験の得点のみで合否を判定いたしま
す。東京農業大学独自の個別試験は課しません。

 Q センター試験利用入試を受験した際の合否はどのように判定されますか？

 A 合計点のみで判定します。なお、科目間の得点補正については、大学
入試センターによる得点補正以外はおこないません。選択科目につい
て、「１科目選択」「2科目選択」と記載のある中で、選択科目数より多
くの科目を受験した場合は、自動的に最も点数の高い科目が採用され
ます。受験生が指定する必要はありません。

≪受験科目≫

 Q 受験科目（選択科目）については事前に登録するのですか？

 A いいえ、試験日当日に問題を見てから、選択することが可能です。ただ
し、複数の学科に出願した場合は、各学科の選択可能科目の範囲内で
選ぶ必要があります。

≪出願方法≫

 Q 1日の試験で同学部内の2つの学科に出願することは可能ですか？

 A いいえ、短期大学部以外の学部では、1日の試験で同学部内の複数学科
に出願することはできません。東京農業大学の一般入試 Ⅰ 期は3日間に
わたり実施しますので、うまく受験日を振り分けて受験してください。

 Q 東京農業大学の一般入試 Ⅰ 期において、3日間受験し、連日同一学科
に出願することができますか？

 A はい、例えば国際バイオビジネス学科に2月8・9・10日の3日間出願
することもできます。第1希望の学科の合格のチャンスをひろげること
ができます。もちろん3日間とも異なる学科に出願することもできます。

≪試験会場≫

 Q 試験会場はどのように選択するのでしょうか？

 A お住まいの地域に関係なく、出願時（志願票提出時）に、希望する試験
会場を選択することができます。なお、首都圏会場において希望した試
験会場があふれた場合、世田谷キャンパスに変更となります。

 Q 2月8日まで北海道にいて、2月9日から東京に行く予定となっています。
2月8日を札幌で受験し、2月10日を池袋で受験することができますか？

 A はい、試験会場は各試験日ごとに選択することができます。従って、2
月8日を池袋、2月9日を横浜、2月10日を松戸、などといったことも
可能ですが、希望した試験会場があふれる可能性もありますのでご注
意ください。

 Q 当日、交通の都合上、試験会場を変更する事はできるのでしょうか？

 A いいえ、出願後の試験会場の変更は認めませんのでご注意ください。

≪入試当日≫

 Q 1日の受験で農学部畜産学科と国際食料情報学部国際バイオビジネス
学科に出願したのですが、試験日当日、英語、国語と日本史を選択して
しまいました。畜産学科は日本史を選択可能科目に含んでいませんが、
日本史を選択可能としている他の学科に出願を変更することはできま
すか？

 A いいえ、志願票提出後の出願学科の変更はできません。選択可能科目
以外の科目を選択してしまった場合、欠席扱いとなりますのでご注意く
ださい。

 Q 解答用紙はマークシート方式ですか？

 A はい、全科目全問マークシート方式です。

≪合否の判定≫

 Q 複数日で同じ学科に出願した場合、合否はどのように判定されますか？

 A 例えば3日間ともバイオサイエンス学科に出願した場合、純粋に3回の
チャンスがあると考えることができます。もし、1日目の試験がうまくい
かなくても、2日目以降に満足できる結果となるかもしれません。合格
通知は各試験日ごとに発送されますので、3日間受けて3通の合格通
知が届くこともあり得ます。

 Q 補欠の発表はありますか？

 A はい、一般入試においてのみ補欠者を発表いたします。

受験資格
■ 編入学入試 ■
短期大学（部）・高等専門学校・専修学校専門課程卒業者および平成24年3月に
卒業見込みの者。
ただし、専修学校専門課程卒業者（卒業見込者含む）は該当専門課程の修了年限
が2年以上で、かつ、修了に必要な総授業時間数が1,700時間以上であること。

■  学士編入学入試 ■
日本国において学士以上の学位を取得した者、または平成24年3月に取得見込みの者。

■  外国人編入学入試 ■
外国籍の者で、外国において日本の短期大学（部）卒業と同等以上の学力を有し、
本学が受験を許可した者。

■   共通 ■
応用生物科学部栄養科学科管理栄養士専攻については、栄養士の資格を有する者
あるいは平成24年3月までに取得見込みの者。

●2011年度（平成23年度）  入試結果

●上記募集人員は「編入学入試」のもの。「学士編入学入試」「外国人編入学入試」
についてはいずれも各学科若干名とする。
●受入年次は全学部・学科とも3年次。ただし既修得科目の内容などにより、受入年次
が2年次となる場合がある。
●募集要項は8月初旬発行予定。送料とも無料。郵送を希望する場合は、ホームペー
ジ（P143参照）または専用TEL 0120-558-509をご利用ください。
●過去の試験問題は公表していない。
●入学手続期間は平成23年9月30日（金）～10月21日（金）（郵送のみ、消印有効）。
ただし、生物産業学部のみ10月20日（木）～11月10日（木）（郵送のみ、消印有効）。

試験科目

■ 編入学入試 ■
筆記試験（90分）・面接　（アクアバイオ学科・産業経営学科は筆記試験60分）

筆記試験・試験科目
農 学 科

畜 産 学 科

バイオセラピー学科

バイオサイエンス学科

生物応用化学科

醸 造 科 学 科

栄養科学科 食品栄養学専攻

栄養科学科 管理栄養士専攻

森林総合科学科

生産環境工学科

造 園 科 学 科
国際農業開発学科

食料環境経済学科

国際バイオビジネス学科

生 物 生 産 学 科

アクアバイオ学科
食 品 香 粧 学 科
産 業 経 営 学 科
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「英語（大学の教養レベル）」「生物（大学の教養レベル）」（計2科目）

「英語（大学の教養レベル）」「生物（大学の教養レベル）、化学（大学の教養
レベル）から1科目選択」（計2科目）

「小論文（バイオセラピーに関する内容）」「英語（大学の教養レベル）」
「生物（大学の教養レベル）」（計3科目）

「化学（無機化学・分析化学および有機化学の基礎知識）」「分子生物学（分子レベ
ルでの遺伝の仕組みに関する基礎知識）」「英語（大学の教養レベル）」（計3科目）

「英語（大学の教養レベル）」「化学（無機化学、分析化学および有機化学の
基礎知識）」「生物（生物化学、分子生物学の基礎知識）」（計3科目）

「醸造科学総論」（計1科目）

「英語（大学の教養レベル）」「生物（大学の教養レベル）」
「化学（大学の教養レベル）」（計3科目）

「英語（大学の教養レベル）」「生物（大学の教養レベル）」
「化学（大学の教養レベル）」（計3科目）

「小テスト（英語および生物の内容：いずれも大学の教養レベル）」
「小論文（社会常識的内容）」（計2科目）

「数学（数列の極限、関数の極限、微分法およびその応用、積分法およびその
応用）、情報基礎、土壌学、構造力学、測量学から2科目選択」（計2科目）

「造園計画学」「造園植物学」「造園工学」（計3科目）

「農業経営学」「作物学」（計2科目）

「食料環境経済学（基礎的なレベル）」
「小論文（食料・環境問題に関する時事的な内容について）」（計2科目）

「英語（大学の教養レベル）」
「経営学、農業経営学、情報処理基礎から1科目選択」（計2科目）

「作物生産学、家畜育種学、植物育種学、家畜生産学、植物保護学、バイオテクノロ
ジー概論、植物生態学、動物行動・生態学から1科目選択」「小論文」（計2科目）

「小論文」（計1科目）

「食品学、有機化学、生化学、微生物利用学から1科目選択」「小論文」（計2科目）

「小論文」（計1科目）

■  学士編入学入試 ■
筆記試験（90分）・面接　（産業経営学科は筆記試験60分）

■  外国人編入学入試 ■
日本語と英語（あわせて90分）・面接

筆記試験・試験科目
農 学 科
畜 産 学 科
バイオセラピー学科

バイオサイエンス学科

生物応用化学科

醸 造 科 学 科

栄養科学科 食品栄養学専攻

栄養科学科 管理栄養士専攻

森林総合科学科
生産環境工学科
造 園 科 学 科
国際農業開発学科

食料環境経済学科

国際バイオビジネス学科
生 物 生 産 学 科
アクアバイオ学科
食 品 香 粧 学 科
産 業 経 営 学 科

農 学 科

畜 産 学 科

バイオセラピー学科

バイオサイエンス学科

生物応用化学科

醸 造 科 学 科

栄養科学科 食品栄養学専攻

栄養科学科 管理栄養士専攻

森林総合科学科

生産環境工学科

造 園 科 学 科

国際農業開発学科

食料環境経済学科

国際バイオビジネス学科

生 物 生 産 学 科

アクアバイオ学科

食 品 科 学 科

産 業 経 営 学 科
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編入学入試
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学士編入学入試 外国人編入学入試
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農 学 科
畜 産 学 科
バイオセラピー学科
バイオサイエンス学科
生物応用化学科
醸 造 科 学 科
栄養科学科 食品栄養学専攻
栄養科学科 管理栄養士専攻
森林総合科学科
生産環境工学科
造 園 科 学 科
国際農業開発学科
食料環境経済学科
国際バイオビジネス学科
生 物 生 産 学 科
アクアバイオ学科
食 品 香 粧 学 科
産 業 経 営 学 科
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「英語（大学の教養レベル）」「生物（大学の教養レベル）」（計2科目）

「小論文（畜産に関する内容）」（計1科目）

「小論文（バイオセラピーに関する内容）」（計1科目）

「化学（無機化学・分析化学および有機化学の基礎知識）」「分子生物学（分子レベ
ルでの遺伝の仕組みに関する基礎知識）」「英語（大学の教養レベル）」（計3科目）

「英語（大学の教養レベル）」「化学（無機化学、分析化学および有機化学の
基礎知識）」「生物（生物化学、分子生物学の基礎知識）」（計3科目）

「化学（大学の教養レベル）」「小論文（社会常識的内容）」（計2科目）

「英語（大学の教養レベル）」「生物（大学の教養レベル）」
「化学（大学の教養レベル）」（計3科目）

「英語（大学の教養レベル）」「生物（大学の教養レベル）」
「化学（大学の教養レベル）」（計3科目）

「小論文（社会常識的内容）」（計1科目）

「英語（大学の教養レベル）」「小論文（生産環境工学に関する内容）」（計2科目）

「小論文（社会常識的内容）」（計1科目）

「小論文（国際農業に関する内容）」（計1科目）

「食料環境経済学（基礎的なレベル）」
「小論文（食料・環境問題に関する時事的な内容について）」（計2科目）

「英語（大学の教養レベル）」「小論文（社会常識的内容）」（計2科目）

筆記試験なし

筆記試験なし

筆記試験なし

「小論文」（計1科目）
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平成23年
9月2日（金）

9月9日（金）
郵送のみ
（消印有効）

平成23年
9月30日（金）

10月7日（金）
郵送のみ
（消印有効）

厚木
キャンパス

世田谷
キャンパス

オホーツク
キャンパス

世田谷
キャンパス
・

平成23年
9月30日（金）
9時

平成23年
9月21日（水）

平成23年
10月20日（木）
9時

平成23年
10月14日（金）
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